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きのくに活性化センター

腕即刻とおむた繍暢fIi~糊の
讃樹監プ艶グラ~~~捌

事業の将来を担つ右者の育成

和歌山大学にスキューパダイビングのサークル

この世業は、スキ斗ーパダイビ ングのイ ンス ト ラクターの

店11 織と 技術 と 経験を川か した体ll負担観光プロ グラムや ~ 1:会教

行 . t" HII: プロ グラムを 、 大，、j!:関係庁、 司 i イメダイビング山脱会

，;誌 (:-1: ~~のダイピンク ショ ッブ 1 411与がJJlI llil)、野外的到jの咋

1111家、 1' 1 治体などと JUlil で Im1å ' 企 l自I . 尖施することを 11 的

として L 、ます。

今年度最も }J を入れて いる ・ Jï 業は、 以内のひきこもり ・イ4

1別交の 打行のための JU， iJ (11 : 淀川 と 共 |司 でít.IllIi . ')~仰する Iマ

リ ンキャ ンプ in / 1 : 本 2003 1 です。 ( J 0) J 2 1 1 1 か ら 3 1 11 ，1\1:史

胞 子店) u 今 F'I のキャンブには、 以内の作業l好 ;こJllíう lfJi 校 ' L:.

と作業J?十のスタッフ約301うが参)jl l し 、 ブ ールでのタイヒン

ク消押 、 体験タイヒンク 、 地店ìllj産物のシーフード ßBQな

どを Ut 、ます 米 {I二 Vt以降、県内の作業所のスタッフや!なj校

' 1 :. の|出力を得ながら、全 1';1 のひきこもり ・ 不校校の '1 ','::; ' 1 :. を

H~~に 11:2同利伎のマリンキャンプを企 IllJî . :点施し て い き た

い と 弓えて し 、ますけ

。 J~;，~をサポー卜する 111i 校 ' 1 :. 、 大や生 リ ーダーのf i成 も、|勺戊 15年伎の，[(法な I:~~ :起で、夏以降、

ジゴ

111 44で liJf 修を 行っています c 利;;抜山大学では今

何スキューパダイピンクのサークルか，，:ち上がり、

メンハーが反WI休暇'IJ に (tli'j を fi い 、 rH本ダイ

ヒンク'1:';1脱会議のスタッフからJH将をうけま した。

サーク 1レ は こ れからも紀 I~'I ()) iI!J白をベースに研修

を杭けて いき ま す。 山 |人l の (11 : 淀川のスタッフや

, t. S 校 1 1=. 、 OB も fマリ ンキャンプ in /1: 本 2003 J

の Il目 的に l ílJ けて研修を f 川、ました ι

. ・I~ :業の将米を担う r.r.= II )J J かすくすくと宵

ち始めています。
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和歌山大学が f地域貢献特別支援事業j に選定。
文部科学tìは、 IEjιjcV: と1' 1 治体が辿擁して行う倒れた地域づくり事業に対 してねjたに「地域~ll紙特別立

l� 'J$ ~~_ を予算化しました。 全 1 FI の Îlj 大学がFfI，;I~ し、千11:政山人;学を含めて26入学か選定されました 。 相;政

111 k.:";: は、 I きのくに前刊:化)dùセンターJ をはじめ多品なJf3でこれまで地域とのj剖!!j!Jí業を行ってきました

が、今年2けに和歌山県とのIIIJ に I地域述携推進協議会J をぷ i~lするなど大学の地域d献について組織的な

体制を?例措したことが選定につながりました。・W$は2 11:1111で、今年度の予nは4.200)j川です。

fII ::.故山大学のフランはr!lliMftilJit を活J目した紀伊、I '..!:jみどりの地域づくり之悦|と名付けられ、 紀伊 '1':!;j 

ω!!日かなれ然や服!と・文化JúJf(' を川かしながら r1mJJ;~)~'~ r-I:会の形成J r持続的発}Jll J という今円的課題に対処

する祈たな地域づくりを 11m しています。

プランは全体で5 ・W:{i ・ 10プロジェク トで、そのうちのけ山凶内rtiIJ;l慌時シ ステム|市議 . H~j韮プロジェク

ト J r下山の泌を}fiかした{也L}! . I~抑・揃tltプロジェクト J は I きのくに ~fi1{1:化 1dûセンターj が直接|則リす

るプロジェクトです。 他のプロジェクトも紀出地域を対匁にしたプロジェクトが多く、 『きのくにj として協

)J I~係を持ちなカfら・Jì':農を j些めていきたいと思っていますc

紀伊半島の森林保全と地域内資源循襲システムの構築事業
①地域内f'iiJJíi術保システム構築持I~逃プロジェクト

②紀伊、|モ j.;;の森林Co21市i定能)Jの lílj 1-:計画プロジェクト(I:jJ IH町)

地域づくり・ 生涯学習を変えるザテライトの形成事業
①乍if>1拠点紀 I旬サテライトキャンパスプロジェクト

②地域づくりを支える閃 t!?館機能の整備プロジェクト

紀伊半島の地域学習と資料づくり・ IT化事業
①地域PirJJj(の学習教材と rT化と利用推進プロジェクト

②紀伊、14IJの n然観察データの荷積・千年比プロジェクト

紀伊半島みどりの文作・歴豊環境の再生・活用事業
①紀伊半島エコミュージアム構想の推進プロジェクト(美巾1I町、本宮町など)

②陪史的環l~H去作地似の評価と rrJtf.ヲl'IIIIjプロジェクト
(中辺路町'!I!川け也 i垣、 111辺市中心市街地、南部町、 I~I句点I~JI H'，n

半島績境を活かした福組システAの構築と健康・ 癒しの事業
①半島のHljを活かした健康 ・医療・悩祉プロジェクト(市本町 、 市!生町)

②地域福祉システムの構築と住環脱モデル構想、プロジェクト (南部町)
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人材育成プログラムより
f地域をつ くる 人をつくる J をテーマに地域づくり人材育成研修フログラムが昨年 1 1 n に行われま

した。研修会には、地域づくりの先進地から3人の，滞師を捌きそれぞれの地域づくりについて講演さ

れました。 NEWS きのくにÎ-!13 けでは 、 地域フランナー、旺1 77丸ごと !坂完研究家の松111(，j {三さんの i出

演をダイ ジェス トで紺介しました。今阿第6 けはそれに引き続き 、 H: 卜，jl 法人四)j 卜楽??楽長山下 11:舟

さんと以剖íJU大1;{町中凶敏行さんのお話を拘載します。

廃校舎活用と地域 した" i'i ljl さんのお父さんが ~'fn: パで J山 |ベの太一L: 1 0人と 11法人

取のノJ で4J!;てられたそうで、全てが r l l. ' l .だと聞きました。 !ぷ

いのこもった本j立校内です

社団法人四万十楽含糸長 11 1 1,. 汗.五 島Ul:、全 1 1;1的に山・ 1i( , iffi.t，村山J!~に如、て ~'i X'が話W'， し、少

昨年、尚紀!浅野21 協品会]: ß1:の IJ自M

をつくる、人をつくる j 同修会に参)JI I させ

ていただいた ~Ji に、 ~\.ìí1校 F7 ・ | 二秋 i l l 小γ:

似の Ili 71; 川についてお ，Aを IIa く機会を iリ ま

した。

そのお一人、秋山野I~~~アドパイサーの íi

Ij lLJH11:ざんから大1.としてJ:秋iI!小・'/:校也

"立にWI わっていた 4 とを ~jl らされ、心動かされました 私ω父

も 川大正で、ん しさんの川ツ;ヘhif7 りを少しIiWI! って いたカ hらです }

ぷっそ く 、 ;~~1 1 ;リI R II!J 1": メンパーの /j Iじんと 1 '， 秋 ìll小学校を比

せてちらt ‘ ました 1111 flI 2~)jrに〉いえし、裕行O~I 'j丘くになるのに、

そのがっしリとして倒的のある 1，j!1校内に iだきました |衿政{ム

子とちたちがr，VJ.KItろことを厄13として、帥の ~l リBjぃ IlÆをつ

かって L 、ましたし、 1:l:Jの I::t りかかる均lリ?の取もr:Jミか見られま

地域の再発見
京都府夫宮町町議会話員 11 1 1珂 敏行

‘坐「司大宮~JIJ~毛謀長)

H、がI{ Æ~ ~)J{ I}U ， :~l に い った勺初、地JJ，xのほ

とんどの人は 、 rl' 1 í)' た ん の トl は 1 0{ 1ゆ・之O

{I :後:こは盟 1:になるどけで iì'j えてし土う .. 1 、

'V. く付から主主を切りたい l と，'~.えてい

ました 65 ，.'0ス 1 のお !F:~f りが:{O-" ()'!" 

( !tのお持で!だ 1主力カ'W: えています 、この IOiド聞に全 11<]て!だ

校??が2 ，000伐となり、休校戸?を入れるとそのf円以上の，}校か

ら子供たちのJ18 がìì'j えたことになります 特に ，íìIJ ¥J: J 00 ),';] "1' を

結えた"j!:校かなくなることは、 ρ?伐のかí\やチャイムと j b に日ら

してきたJ也J!'x(ﾎ) 1"':1 H除 r"í'にとっては、 ~d~を'}~うよう な紛 rtlfJ'ド:J-tJ 

'~~を tl-えています

・tjで‘ 1ft校になった乍校をむう ーl江地域のセンタ一、析し

L ‘地域内生のシンボルとして建てなおそうとする l絞り ulみか全

1 "1:こ広かろうとしています!

大 lJ:生11i':λ: ， tii'j t'(O)ìftiれがJiMI.、 I ! ' ~ !品い 1 11のある建物を伐

そうとする fl!li fll'(1t¥! (/)立 化か廃校内 11 j. /I'，の人々のエネルギーとな

って L 、ます

先 11 、 L秋山小学校ω木造枚 F?のi8川について地I或でJ し fT

l 、かj住みつつあるという叫しい知らせを、 íiljl さんから t ‘たた

きました l

('1 J ，I! と 1 ，，1 じスタイルでれたしてい土すが、物をゾ己るだけが1l' 'J� 

てはありません 本 *~ω11(I;J (まltl!Mの川辺である出来IÍlI 、日的

化、 f 供たちの将~~(..:つt ‘て総(ÎfI'~に ll~ り対lむことです 例え

!土、 ì3 ~r.，~f りの H浪として、 JVAil47までとおり過ごせるよう

な(1qllJづくりを ，'I:!\i，命々えています。 店長さ んはH:ぷの J111 を

配j上ずる際、必ずí~!)，' : ι人の家に ;:t' J て 't.Ui を 14iEった り 、 川

。 J f を I11-J いたり して Jげをか付なから J山川を 1"1 ります， 11!),'; Ii人てv

川しこちりがんだった lj ち、地HcJ >'HJ I的にやっている凶作業

にちちょこむ土こ 111 てくろようになり上した ジャスコンサー

卜.花火大会などち 11:1.跨けています これらのこと は、付をべ

合 Ilîめ、付か芭人 jよ 1I 1 になることを : f.! ぶ ι ・・応: I・ '札にするというよりむ、むしろ郎会に 1iった人が 13 いをもって

人がし、 る ./jで ‘ I'i.守たちはこんなトI は~l![ ・. .ﾅ 圃I 11分のけはあそこだとパえるような トIっくりを忠誠して uって

だと いうような状川で したい J也Jyxの ，:~W.ìi !í 1 :に、尚 IIi令化、 j他似 いますのそうすることに上って、安心して 1'1 分の生まれたJ也hx

Iじ ， J;'l ViH!:{ cJ) :必さ、 1 11か坑れていること、祭りやコミょニテ に 'JlJfってこられるような ( 1.組みつくりをしています

ィーがな・くなる二と、 むつ E ， i うと、 卜l iJ iii'jえることてした。 今、 弘が与える" ， で-(1'リミ 'li 九・川!包a t! illlr 十ti'ì H~に 1・I して
;本題解決{こ4ïO(\1.ちのお~lf:カ iかかるという J与のようなたさな とういうふうに Hづくりをしていけばt べ‘かということです

，;1111Ijができましたか、心をJ~で終わらせないようにみんなて'び n 分のトIをいいところだと!忍って.いろんなところを別々まで

とつひとつ~~体化 していよう とい う 地域のみなさんの必l'以い はて歩 Itl工、なずながl咲いている たったそれだけで、1' 1 分ω

を受け、私ども 1~JH'J: J山J!~のみな さ んの江川に 0・って t. 1 1ì助 役を 卜t~・いいところだと)!:!必できるとおっしゃられたliが~ I ましたれ

とって くるとい う役川をしました こうして ' 1げたができたこと 払たちち今ま で村づくりをやってきた 11 1 で、じっくり 1 1 分のJ山

で、役均と地Mの 121(系は-11マi~; によ くなったと思います .h'~を はてみますと、本勺にぷ1I，'ì らしいところだ・なと 込1 っていろ

fJ，とちが村づくりを進めてきた小に、刊行，'n'L という地1.( んら・ とこ ろか見えるようにな l) ましたc みなさんら地域を lリ íê

があります トIの，J星組を解決するための拠点として f吟， Jj トI日 比する1'1 'で . 11 分の(1.んている.It!lt!i:がいいとこ ろだなと思える

i' j ('Wi J を (îIJ り主したけ {1I1でわあるから r I・ j CíJo', J であり、 1・ i ようなJrz 1) mみをやっていただけたらなと .'，y. いますの
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将
紀伊山地の世界歴史遺産量錦については、 1 0月 1 3日から3 が、条令での規制で完全な保全ができる

口問、国際記念遺跡会議によるM終現地調査が行われ、来年6 ものではあり ません。まずIi1も必要なの

用に開かれる第38回世界遺産登録委員会で登録の可否が決定 は、町民が歴史遺産に対する認識を深め

されます。 積梅的な協力がなされる事て乱。

熊野古道が奥の細道、中{山道と共に日本三大吉道に指定され、 しかし、来年登録されるであろうこの

更に、国の文化財の指定を受けることになって20余年の縁月 過の何処から何処まで登録されるのかな

が過ぎました。当時熊野吉道とは、そして道が町の何処を通っ と知る町民もきわめて少ないのではない

ているのか、それを知る人は全く少なかった。勿論私もその一

人であまリにも無知たった恥しらいの中て、 この道を歩きその

歴史を学ほなければとの思いで、その思いをーにする笈に呼び

かけ、陥和53年春、初めて占)Qを歩き、勉強会を立ち上げま

しん。以来機会ある毎に古道を歩き、ときには道の補修、 道標

の作成と建立等のボランティア活動をしてきましたが、 当時の

里人の古道に対する関心は乏しく、そればかリか吉道を歩き、

道の術修につとめる私たちの行動を朗笑していました。この道

が今、世界の歴史遺産に登録されようとしています。

歩んできた20有余年を思い起し感無起です。

しかし、登録されても今後の保全管理は簡単なものではあり

まサん。古道と古道周辺の環境保全条令が制定されてはいます

. 
、 ~岡遡重留の地域鐙務}N

田辺市は和軟山県の海岸線

のほほ中央に位置しておリ 、

海と山ん凶まれた温隠な気候

の下、怖、みかんに代表される紅葉や 黒潮の思恵を受けた山

市な魚紐に恵まれた漁業のほか、工業として梅干し加工、水産

加工など原料立地型の食品加工業、労働力立地型のボタン製造

業、そして戦後の復興期を背患に昭和30年代には地縁産業の

中級としての地位を確立し大きく発展した製材業など地主義資源

を活用した地場産業が発達してきました。

また、紀南の中心地である田辺市では 古くから人や物の交

流と I.[.J山を通して商業力、発展、 n戸時代には安藤氏の田辺鎮3

万8下石の城下町として栄え、当日占の保~~政策のもと地i!ixの代

表的な産業として発展を遂~J 、市内中心部を拠点に紀南の中核

都市として、周辺10力町村からなる田辺広域圏の産業、文化、

経潟の中心線能をffiい、 ~fJ融山市に次ぐ県下第2の都市として

発展してきました。

しかしながら、今日においては、大きな産業構造の変革の中、

かつて経盛をきわめていたその主要な地場産業であるホタン製

造撲や以材業においては、生産地の海外移転や海外製品との競

合あるいは価格競争の激化等により 、 転換を余儀なくされて転

l葉足が進み大きく衰退しています。

また、一方では長期の最気低迷が続く中、市街地の掠大によ

る居住地の郊外化等により、郊外での大型店出店やコンビニエ

ンススト Yの進出が増加し、くわえて、消銭者ニーズの多様化

やモータリゼーシヨン化などによって、消費者の流れは既存商
店街から郊外への大規模小売店や中規模専門店へと移行する傾

iztJRmてI長官官.ずをのくに活性化センタ司市開31j制窓~~~;~5~;t1)4 TEL&FAX 0739 ・ 26 ・9670

地域はもるま
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でしょうか。

まず教膏委員会等による史なる住吉発を

;票探吉道会長

中辺路町観光協会
会長

望んでいます。 木下 文

そして、今後この道の補修等については、従来のように森林

組合に委託しておけばということでなく、熊野古道をよく知る

者に委託していくことが望ましく 周辺の自然林の育成にあっ

ても、杉、桧の育成のブ目だったらできるという安易な考えを

改めていかなければ、大きな過ちを起こすことになります。

そのために早急に、保全委員会のようなものを立ち上げ絹極

的な提言を求めながらこの穐い遺産を守り、更にこれを後世に

J.iJしていく責を果たしていきたいものです。

回辺商工会話所研務局長!藤本

向が顕著となり、商店街においても空き店舗が増え筒業施設の

惚桐が大きく変化しつつあり ます。

このような状況下の中、田辺市では官民一体となり賑わいの

ある町づくりを模索し、間店街ZE備や各種ソフト事業を宍施し

ていますが、 一昨年に完成したアオイ返り商店街や銀座商店街、

また、今年度より事業着手した海蔵寺地区の道路娠幅事業等に

より商業活性化を目指した新たな街並みが出来ようとしています。

また、平成16年度以にも供用力、開始される扇ヶ浜の海水浴

i易や、国のITピシネスモデル地域の特区指定に基づく新しいビ

シネス環療の充実、また、熊野古過の世界遺産登録を機とした

新たな観光産業の機築等、 it!l l戒の特性を活かした街づくりを目

指しています。

近づく広i或行政合併や近銃自引IJr.Iユ道南部インターの開通話、

とりまく環境は大きく変革しようとしていますが、自然環境に
恵まれた盟かな地域の資源を活力、し、特色のある街っくりを目

指してこそ、活力ある紀南の中級都市として今後の発展が期待

できるものと考えます。

~桝伝部かh-
NEWSさのくに第6号では、蹴近注目を集めている高野 ・

熊野世界遺産登録に関連して、滋探i5道会長・中辺路町観

光協会会長の木下祭文さんに原稿者子宮いていたたきました。

編集部では、世界遺産量塁線の期待が高まる中がんはる入、

がんばる地織を今後も紹介していきたいと患います。


	kinokuni-6

